楠西学区地域安全パトール隊会則
第1章 総　則

第1条 本パトロール隊は、楠西学区防犯委員会の人員をもって構成し、楠西学区地域安全パトロール隊運営委員会（以下「本会」という）と称する。

第2条 本会は、楠西学区防犯委員会に属する。

第3条 本会の連絡所を防犯委員長もしくは、隊長及び楠西コミュニティーセンターに置く。

第2章 目的及び事業

第1条 本会は愛知県公安委員会より委嘱を受けた、安全なまちづくり推進指導員のもと、安心・安全に暮らせる地域を目指すと共に、地域における犯罪防止活動の拠点となり、犯罪抑制事業に協力することを目的とする。
第2条 本会は、前条の目的を達するために次の事業を行なう。
第1項 地域住民の安心・安全生活環境の改善に関すること。
第2項 防犯・防火・交通安全に関すること。
第3項 子ども見守り活動に関すること。

第4項 青少年の健全な育成に関すること。

第5項 その他必要と認めた事業に関すること。
第3章 役　員

第1条 本会に次の役員を置く。

隊長１名
副隊長１名

書記１名

会計１名

会計監査１名

第2条 役員の任期は１年とする。但し、再任を妨げない。

第3条 役員に欠員が生じた場合、後任者は前任者の残忍期間とする。
第4条 役員は本会を構成する会員の中から選出する。

第5条 役員の選出方法

第1項 隊長は防犯委員長の兼務とするが、特別な事情ある場合は、他の者（防犯委員の中から）推薦し、その者を隊長とする。隊長の不信任は防犯委員の過半数にて行う。
第2項 隊長・副隊長は継続であれば、自治会長以外でも可能である。しかし、それら以外の役員は、自治会長の中から互選により選出する。

但し、特別の事情ある場合は、自治会長・防犯委員以外の会員からも選ぶことが出来る。
第6条 役員の業務

（1） 隊長は、本隊の会務を総括し、本隊を代表するほか役員の議長となり、防犯委員長を兼任する。特別な理由ある場合はその限りでない。
（2） 副隊長は、隊長を補佐し、隊長に事故ある時は、その職務を代行する。
（3） 書記は、本隊の事業ならびに会議の議事収録、その他の事務を担当する。

（4） 会計は防犯委員会と子ども見守り隊の会計兼務をし、会計事務を担当する。

（5） 会計監査は会計事務を監査する。
第4章 運営機関

第1条 本隊の運営をはかるため、役員会を実施する。

第2条 役員会は第三章の役員をもって構成する。

但し、必要ある場合は各種団体の代表を含める事が出来る。

第3条 役員会は本会の決議機関であり、年１回以上、隊長が必要に応じて召集する。

但し、役員の１／２以上の請求がある場合は、開催することが出来る。

第4条 役員会は、本会の運営に関する次の事項を審議し、決定する。
（1） 事業に関する事項

（2） 財政に関する事項

（3） 規約の改正に関する事項

（4） その他、本会の運営に関し必要な事項

第5条 役員会は、構成員の過半数の出席を要し、議事は出席者の過半数をもって決定する。

第5章 財　政

第1条 本隊の経費は、防犯委員会の資金、寄付金その他の収入をもってこれに充てる。

第2条 本隊の会計年度は毎年４月１日より３月３１日迄とする。

第3条 会計の決算報告は、期間終了後速やかに監査を得て、役員会の承認を受け公表する。

第4条 会計報告に質疑あるときは、役員会に申し入れ会計監査の請求が出来る。
第6章 見舞金
第1条 隊員もしくは同乗者に青パト実施中での怪我等で入院があったときは見舞金として金５０００円を贈る（但し本人、ご家族からの申し出により、受け取れない等の打診ある場合はこの限りでない）。
附則

（1） この規約は平成２９年４月１日より施行する。（運営は平成１６年１２月より開始し、名古屋市第一号の青色パトロール車となる。）
